
スタンド バイ

stand by 活動

実は身近な「ひきこもり」について知ろう

ひきこもりっていけないことなの？ 知り合いがひきこもりかも…どうしたらいい？

ひきこもりの方は好きでひきこもっているのではなく、つらく苦しい思いをしている人も多く

います。ひきこもりの時期が必要な人もいます。この活動の1つ、勉強会では彼らがどんな生

活をしているのか、何を感じているのか、まずは実態を知ってもらえたらと思います。

また周りはどう関わればいいのか、見守るとはどういうことなのか一緒に考えてみませんか。

stand by（スタンド バイ）活動とはひきこもりの状態について正しく理解し、
温かく見守る地域づくりを目指す活動です。

ひきこもりには負の印象しかな
かったのですが、気持ちを理解
できてイメージが変わりました。
本人によりそって共感していき
たいと思いました。

ひきこもりの勉強をする機会が
なかったので良い機会になりま
した。
ひきこもりについて相談できる
場所があるということを知れて
よかったです。

場 所
豊明市総合福祉会館 ３階 視聴覚室

（豊明市新田町吉池18-3）

参加者の感想

申込はコチラ

主催 豊明市ひきこもり相談窓口はばたき

参加無料

日 時
11月11日（月）～11月22日（金）

1回1時間程度（詳細は裏面参照）

受付期間 参加希望日の前日まで（土日祝を除く）

定 員 1回10名程度（先着）

ひきこもりってどんな状態？

ひきこもりはガソリンが入っていない車と同じ状態

今すぐ無理に動かすのは難しい！

・安心できる家庭

・わかってもらえる、批判されない環境

・ゆっくり休める環境

・自由にできる居場所

★ガソリンを充たしていきましょう



はばたきでできること
市内在住の自宅にひきこもりがちで、社会とのつながりが希薄な

人とそのご家族など（義務教育終了後～おおむね６４歳）
対象者

相談

ご本人のお気持ちを大切に、

継続的な相談を行います。

相談方法は来所・電話・訪

問など、ご希望に沿えるよ

う配慮します。

居場所支援

〇フリースペース・スワロー

家庭以外で自分らしく自由

に過ごせる居場所を週１回

開催しています。ゲーム、

おしゃべり、スポーツ、何

もしないもオッケー！

〇家族のつどい

ひきこもりや心の悩みを抱

えたご本人(お子さん)への

理解を深め、ご家族のさま

ざまな想いを話し合う場を、

月に１回設けています。

就労支援

就労希望の方へ、就労に向

けての相談や就労体験も

行っています。また、自分

に合う働き方を見つけるた

めのトレーニングやサポー

トができる支援機関におつ

なぎします。

ひきこもり相談窓口はばたきは豊明市社会福祉協議会が、豊明市から委託を受けて運営しております。

申込み用紙またはお電話、FAX、メールではばたきまでご連絡ください。

後日、こちらから申込み内容の確認、連絡をさせていただくことがあります。

※日程が合わない場合は、別日で開催も可能です。ご相談ください。

開催日程

１１月１１日（月）➀10：00～11：00 ②14：00～15：00

１１月１５日（金）③10：00～11：00 ④14：00～15：00

１１月１９日（火）⑤10：00～11：00 ⑥14：00～15：00

１１月２２日（金）⑦10：00～11：00 ⑧14：00～15：00

キリトリ

問合せ・申込み 豊明市ひきこもり相談窓口 はばたき
【電話】0562-93-5051／080-6900-7941

【FAX】0562-93-3880

【メール】habataki@toyoake-syakyo.jp

〒470-1116 豊明市新田町吉池18-3 豊明市総合福祉会館

月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前8時45分～午後5時00分


